
令和６年４月１４日 

東京都高等学校体育連盟卓球男子専門部 

 学校対抗の部(団体戦)の試合開始・終了後の方法  
1. 両チームの代表者（審判要員）が中央に待機し、両チームを整列させる 

2. 選手、監督は、台の前に整列 

3. オーダー用紙の交換 

4. 両チームの代表者の号令でお互いに同時に挨拶。 

「これから、A 高対 B 高の試合を始めます。気を付け、お互いに礼。」 

5. 決着後、「１．」 

6. 「２．」 

7. 両チームの代表者が結果をアナウンス 

「A 高対 B 高の試合は、３－２で A 高の勝ちです。気を付け、お互いに礼。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校対抗の部（団体戦）の試合開始時、終了時の挨拶方法を統一します。また、最近は試合時間が長

くなりつつあります。プレーとプレーの間を短く、ゲーム間のアドバイスは１分以内（卓球台を離れ

てから戻るまで）です。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
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